






























地域人材との交流などを中心としたフィールドワークを実施した。事前学習は 2016 年 6 月 8 日水曜日、現地調査












参加後ともデータが採取できたサンプル数は 14（参加学生 26 名中）、いずれも多摩大学生の
サンプルであった。なお、平均の差の統計的有意性は t検定で評価した。
　これによると、「社会貢献度が高く、世の中へのインパクトが大きい」という回答は、プラ
スイメージの上昇となり、5％水準での有意差が認められた。また、「企業ビジョンや理念がしっ
かりしている」についてもプラスイメージの上昇となり、10％水準での有意差がみられた。し
かし、「経営者と直接話ができる」は、プラスイメージの下降となり、10％水準での有意差が
みられた。これらの結果は、当該プログラムによって「地域中堅・中小企業の存在意義、社会
的役割」とともに、「地域中堅企業の理念やビジョンの明確さ（あるいはそれが企業経営に重
要であること）」について一定程度の理解が進んだと解釈できる5。
3．今後の課題
　今後は、この枠組に基づき学生の地域・規模志向がどのように形成されるかを明らかにしな
がら、そこに良い影響を及ぼす教育プログラムを開発・改善するための有益な資料を提供して
くことが重要となっている。このためには、観察するサンプル数を増やし、統計的に有意性の
ある結果を検証しつつ、各教育プログラムにおいて同様の調査を実施して比較検討を行うこと
が必要である。例えば、学生が多摩地域の中小企業に訪問して経営者や若手社員にインタビュー
を行い、学生目線での会社案内を作成する「志プロジェクト」など他の教育プログラムとの比
較検討も今後の課題として認識している。
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